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みなさんは、本を読むときのルールについて何か決めていることはありますか。例えば「『楽しみがすぐ終わ

ってしまう』『集中力が続かない』等の理由から、一気に読まないで１日〇〇ページ（□章 etc.）ずつ読むよう

にしています」とか、「お気に入りの場所で、お気に入りの飲み物とお菓子を楽しみながら読んでいます」とか、

「初めて読む作家の本の場合は、最初にその方のプロフィールから読んでいます」等々・・・ 

今回は、以下に私の読書ルールを紹介してみます。 

「携帯電話はそばに置かない」もっというと「分からない言葉や表現が出てきてもすぐに調べない」 

これが私のルールです。先日私が読んだ本の一文を紹介しながら、もう少し説明してみたいと思います。 

「…目の前の男は態度こそ慇懃だが、その細い双眸にはほとんど温度が感じられなか

った。・・・」 
これは、「崩れる脳を抱きしめて」（著者：知念実希人／実業之

日本社文庫）より引用した文章です。この本は、2018 年本屋大

賞 8位に輝いた医療ミステリー作品です。病院を舞台として展開

される本作品、主人公の研修医がラストに目の当たりとする衝撃

の真実は、驚愕と感動にあふれており、私にとってたいへん読み

ごたえがあり、読後感がいっぱい残る素晴らしい作品でした。 

この文章にある「慇懃」や「双眸」・・・初めて読んだ時、私にと

っては読み方も難しかったですし、意味もよく分りませんでした。

どんな読み方をするのだろう、どんな意味なのだろうと思い、携帯

を手に取り、調べたい気持ちをグッと我慢して、前後の流れや登場人物のこれまでの気持ちの移り変わりか

ら意味を推測したり、その単語に使われている文字からどうにか読み方を探ってみたり、その文体から大まか

な意味をつかんでみたりしています。 
 

先ほど紹介した文でいうと・・・ 

〇「・・・目の前の男」の態度が「慇懃」と書かれているので、何か「男」の性格や特徴を表しているのだろう。 

〇「双眸」の「双」は「２つ」を意味する語だし、「眸」の漢字の偏が「目」だから、おそらく「双眸」は視覚や目

線のような意味なのだろう。 

〇「・・・こそ慇懃『だが』、その細い・・・」から、「だが」は文と文を結ぶ逆説の接続詞なので、文の後半「・・・

ほとんど温度が感じられなかった」とあるので、なんとなく「慇懃」はいい意味で使われているのではない

だろうか。 
 

登場人物をはじめ、風景や場面の特徴をどんな語彙を使って、どんな文章 

にしているのか、いろいろと思いを巡らしながら作家の表現の妙を楽しむため

に、私が設定している「読書ルール」です。ちなみにこの本は学校図書館にあ

りますので、興味のある生徒のみなさん、職員のみなさん、是非読んでみてく

ださい。   ※慇懃（いんぎん）・・・礼儀正しく、丁寧なさま     双眸（そうぼう）・・・両方の瞳、両眼 
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余談になりますが、今回紹介した本は、校内職員からお勧めし

てもらった本でした。ちなみに、その職員の方は以前に担当され

ていた学年の生徒の方（卒業生）から紹介された本だそうです。

読みごたえのある本を紹介してもらえてよかったと思いました。ま

た、私はこの作家の本をもっと読んでみたいと思いましたので、こ

の前、学校図書館で探したところ、同作家の作品２冊が見つかり

ましたので、２冊同時に借りました。その時、受付カウンターで図

書委員会の方から「私もこの作家さんの書かれた作品、大好き

です。この本、とても面白いので是非楽しんでください」と声をかけてもらいました。とても嬉しかったですし、

読む楽しみがさらに倍増しました。本を通じて、つながるご縁、機会を実感したという幸せな経験をエピローグ

として添えておきます。 

 

 草津市 読書のまち推進事業 からのお知らせ 

昼休みの学校図書館の様子 


